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（1）
　
本
年
度
の
自
治
会
活
動
は
、
早
い

も
の
で
も
う
７
ヶ
月
が
過
ぎ
、
こ
の

間
、
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
安
全

に
住
み
続
け
ら
れ
、
誇
り
の
持
て
る

街
作
り
を
目
指
し
て
諸
活
動
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

・
住
民
同
士
が
お
互
い
に
顔
と
顔
が

分
か
り
、
少
し
で
も
絆
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

・
地
域
協
力
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、

日
常
生
活
に
寄
り
添
っ
た
活
動
内
容

に
し
て
い
き
た
い
。

・
高
齢
化
の
現
実
を
直
視
す
る
、
と

同
時
に
街
の
活
力
を
創
生
し
て
い
く

こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
思
い
を
具
体
的
な
活

動
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
課
題
も

多
く
、
直
ち
に
解
決
で
き
る
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
歩
一
歩
前
進

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
当
団
地
は
河
川
も
な
く
、
岩
盤
地

質
に
覆
わ
れ
た
高
台
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
比
較
的
安
心
な
場
所
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

想
定
外
の
自
然
の
力
も
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
治
会
と

し
て
も
、
自
主
防
災
の
あ
り
方
や
、

よ
り
現
実
に
即
し
た
機
能
す
る
自
主

防
災
組
織
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま

し
た
。

「
育
児・子
供
の
悩
み
や
不
安
」、「
健

康
や
介
護
の
悩
み
」
な
ど
、

生
活
の
相
談
相
手
に
「
民
生

委
員
、
児
童
委
員
」
が
お
ら

れ
ま
す
。
地
域
福
祉
の
推
進

を
担
う
「
こ
ま
武
蔵
台
福
祉

ネ
ッ
ト
」
が
活
動
さ
れ
て
ま

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
会
長　

土　

井　

太　

郎
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す
。
自
治
会
は
こ
れ
ら
の
方
々
や
団

体
組
織
と
よ
り
密
接
な
連
携
を
図
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
が
こ
れ
ら
組
織
、
団
体
の
活
動
を

理
解
し
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
か

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
外
出
が
で

き
、
地
域
の
諸
活
動
に
参
加
し
た

り
、
買
い
物
や
病
院
へ
足
を
運
べ
る

環
境
を
作
る
た
め
に
も
、
移
送
サ
ー

ビ
ス
を
何
と
か
実
現
さ
せ
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
の
街
作
り
に
は
、
現

在
抱
え
つ
つ
あ
る
多
様
な
課
題
へ
の

対
応
の
み
な
ら
ず
、
近
い
将
来
を
見

据
え
た
積
極
的
な
提
案
・
行
動
が
合

わ
せ
て
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
為
に
は
、
自
治
会
会
員
の
皆
様
の

理
解
と
、
諸
活
動
へ
の
参
加
・
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
会
員
の
皆
様
、
自

治
会
活
動
へ
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

地区体育祭が開催
総勢750人が競技に汗を流しました！

自治会体育部長・地区体協役員　宮岡孝二
　

９
月
27
日（
日
）
第
33
回
武
蔵
台
・

横
手
台
地
区
体
育
祭
が
武
蔵
台
小
学

校
校
庭
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
育

祭
は
武
蔵
台
公
民
館
、
武
蔵
台
・
横

手
台
地
区
体
育
協
会
が
主
催
し
、
武

蔵
台
自
治
会
、
横
手
台
自
治
会
が
全

面
的
に
協
力
し
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
の
雨
の
影
響
で
一
時
間
遅
れ
の

開
会
で
し
た
が
、
競
技
は
未
就
学
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
総
勢
７
５
０
人
の

方
が
参
加
し
、
地
区
対
抗
種
目
な
ど

熱
の
入
っ
た
応
援
で

大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
前
日
や
朝
早

く
か
ら
準
備
を
し
て

頂
い
た
地
区
役
員
や

地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
楽
し
い

秋
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

武
蔵
台
と
横
手
台
の
地
区
対
抗
結
果
は
表

の
通
り
で
す
。
最
終
種
目
の
男
子
対
抗
リ

レ
ー
で
逆
転
し
、
武
蔵
台
地
区
が
連
覇
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
住
民
の
健
康
増
進
と
体
力
の

維
持
向
上
、
住
民
相
互
の
連
帯
意
識
の
醸
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。



（2）

平
成
27
年
10
月
17
日
（
土
）

午
後
7
時
～
8
時
45
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
日
高
市
消
防
団
協
力
金
支
払
い
に

つ
い
て

（
２
）「
下
期
に
向
け
た
団
地
内
の
安
全
安

心
と
環
境
問
題
に
つ
い
て
」（
意
見
・

提
案
）

ａ
安
全
面

①
交
通
安
全
に
つ
い
て

②
防
犯
に
つ
い
て

③
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

④
移
送
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
）

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

ｂ
環
境
面

①
一
斉
掃
除
に
つ
い
て

②
街
路
樹
の
管
理
と
剪
定
時
期
に
つ

い
て

③
市
（
公
園
含
む
）、
東
急
、
西
武

所
有
地
樹
木
剪
定
に
つ
い
て

④
家
庭
の
庭
木
の
道
路
は
み
出
し
、

標
識
妨
害
に
つ
い
て

武 蔵 台 だ よ り2015年11月1日

　

平
成
27
年
度
（
10
月
）

　

第
7
回
定
例
役
員
会
報
告

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
武
蔵
台
中
学
校
生
徒
に
よ
る
資
源
回

収
実
施
11
月
18
日
（
水
）

ｂ
武
蔵
台
福
祉
ネ
ッ
ト
役
員
会
10
月
22

日
（
木
）

ｃ
台
っ
子
ス
ク
ー
ル
10
月
30
日
（
金
）

ｄ
10
月
18
日
（
日
）一
斉
掃
除
に
武
蔵
丘

車
両
検
修
場
の
参
加
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。

（
２
）
区
長

ａ
高
麗
神
社
大
例
祭
10
月
19
日
（
月
）

ｂ
振
り
込
み
詐
欺
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10
月
20
日
（
火
）

ｃ
日
高
市
戦
没
者
追
悼
式
典
10
月
21
日（
水
）

ｄ
社
会
福
祉
協
議
会
３
役
会
10
月
23
日（
金
）

ｅ
特
別
職
報
酬
審
議
会
10
月
28
日
（
水
）

ｆ
飯
能
警
察
暴
力
排
除
フ
ォ
ー
ラ
ム
10

月
31
日
（
土
）

ｇ
市
民
祭
り
11
月
７
日（
土
）・８
日（
日
）

ｈ
日
高
市
総
合
計
画
審
議
会
11
月
12
日（
木
）

ｉ
日
高
市
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ
11
月
15
日（
日
）

ｊ
日
高
市
消
防
団
特
別
点
検
式
典
11
月

21
日
（
土
）

ｋ
日
高
市
区
長
会
研
修
会
11
月
25
日（
水
）

ｌ
日
高
市
社
会
福
祉
大
会
11
月
28
日（
土
）

以
上

平
成
27
年
9
月
19
日
（
土
）

午
後
7
～
9
時　
　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
27
年
度
会
計
中
間
報
告

夏
祭
り
実
績
並
び
に
予
算
進
捗
に
つ
い
て

（
２
）
体
育
祭
に
つ
い
て
最
終
確
認

　
役
割
分
担
と
昼
食
対
応
に
つ
い
て

（
３
）
公
民
館
主
催
の
文
化
祭
へ
の
模
擬

店
協
力
に
つ
い
て

　
10
月
17
日
（
土
）
18
日
（
日
）

（
４
）
高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０
年
記
念
に

向
け
て
武
蔵
台
区
へ
協
力
要
請
が
き
た

ａ
平
成
28
年
５
月
21
日
式
典
と
22
日

（
日
）
パ
レ
ー
ド
参
加
協
力
（
最
低

15
名
以
上
）　　
　

ｂ
高
句
麗
衣
装
作
成
大
人
・
子
供

　
（
台
っ
こ
ス
ク
ー
ル
依
頼
中
）

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
６
丁
目
山
林
草
刈
９
月
６
日
（
日
）

41
名
の
参
加

ｂ
緑
の
募
金
・
社
会
福
祉
社
員
増
強
運

動
の
報
告
と
お
礼

　

平
成
27
年
度
（
9
月
）

　

第
6
回
定
例
役
員
会
報
告

ｃ
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
協
力
願
い

ｄ
交
通
安
全
対
策
と
し
て
中
央
通
り
と

東
西
通
り
交
差
点
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

鏡
面
の
障
害
樹
木
伐
採

ｅ
移
送
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
実
施

ｆ
第
１
回
自
主
防
災
委
員
会
開
催

ｇ
民
生
委
員
、
包
括
セ
ン
タ
ー
定
例
会

議
９
月
16
日（
水
）

ｈ
武
蔵
台
中
学
校
運
動
会
９
月
19
日（
土
）

ｉ
フ
レ
ン
ド
幼
稚
園
運
動
会
10
月
３
日（
土
）

ｊ
武
蔵
台
中
学
校
生
徒
に
よ
る
資
源
回
収

実
施

（
２
）
区
長

ａ
明
る
い
選
挙
の
小
中
学
生
習
字
、
ポ

ス
タ
ー
選
考
会
９
月
10
日（
木
）

ｂ
国
勢
調
査
月
間
協
力
を
お
願
い

ｃ
市
議
会
一
般
質
問
傍
聴
９
月
15

（
火
）・
16
日
（
水
）

ｄ
虹
の
パ
レ
ー
ド
９
月
23
日
（
水
）

ｅ
日
高
市
社
会
福
祉
協
議
会
３
役
会
議

９
月
29
日（
火
）

ｆ
日
高
市
環
境
衛
生
審
議
会
９
月
30
日（
火
）

ｇ
特
別
職
報
酬
審
議
会
９
月
30
日
（
水
）

ｈ
あ
い
あ
い
祭
り
10
月
３
日（
土
）

�

以
上

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

此
常　

富
士
雄
（
78
歳
）
二
─
一
六
─
三

　

ご
逝
去
日　

十
月
六
日
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

安全・安心の街づくりを目指しています
こま武蔵台自治会　安全対策部　世良田 俊郎

●武蔵台の防災活動
　　災害に対する日常意識の向上を図る

　安全対策部では、10年前から約30名の部員による
安全パトロールを実施しています。分担地域を2人一
組となり、月2回のパトロールを行い、防犯、交通安
全の観点から交通標識、街路灯、庭木の繁茂、違法
駐車などをチェックし、適時、関係所管に報告・要
請を行っています。パトロール時の服装は、明緑色
の帽子とベストを着用し、犯罪の抑止力にもなれば
と心掛けています。

　
９
月
６
日
（
日
）、
40
数
名
の

方
々
の
参
加
を
得
て
、
６
丁
目

山
林
の
下
草
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。
埼
玉
県
川
越
林
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

６
丁
目
の
『
果
実
の
広
場
』
付

近
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
山
道
の

下
草
を
刈
り
こ
み
ま
し
た
。
お

蔭
さ
ま
で
ス
ッ
キ
リ
と
な
り
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

い
た
だ
い
た
方
々
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材　
広
報
担
当　
森
）

この場所が　⇨　皆さんの作業によって　⇨見違えるようになりました

６
丁
目
山
林
の
下
草
刈
り

　
大
型
バ
ス
２
台
で
ゆ
っ
た
り
旅
行
。
秋
の

紅
葉
、
一
流
温
泉
旅
館
で
入
浴
・
昼
食
、
そ

し
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
試
飲
・
・
・
楽
し
み

が
盛
り
沢
山
。

　
集
合
は
午
前
７
時
20
分
。
バ
ス
は
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
脇
の
調
整
池
、
木
綿
沢
の

２
か
所
か
ら
出
発
し
ま
す
。

　
尚
、
参
加
費
は
当
日
朝
に
徴
収
。
ま
た
、

参
加
取
り
消
し
を
さ
れ
る
場
合
、
７
日
前
か

ら
半
額
、
前
日
及
び
当
日
は
全
額
の
取
り
消

し
手
数
料
の
ご
負
担
が
発
生
い
た
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
の
ご
案
内
は
、
前
も
っ
て
参
加
予
定

者
に
別
途
配
布
さ
れ
ま
す
。

（
行
事
担
当　
文
化
厚
生
部
）

＊＊＊　お　知　ら　せ　＊＊＊

昇仙峡・石和温泉 日帰りバス旅行
（11 月 11 日予定）

　90名以上の参加申し込みを頂きました！

　武蔵台の全世帯数が2200世帯であることを考えま
すと、過去の犯罪件数の割合は極めて小さいと言えま
す。しかし、より安心できる街づくりを目指すために
は、日常生活の中で交わされる挨拶やちょっとした会
話、隣近所や子供達を見守っていく意識がどれほど大
切な事で且つ大きな効果をもたらすものか・・・と考
えています。まさに全員参加の意識が安全・安心の街
づくりの基本と言えるのではないでしょうか。

●安全パトロール
　　住民みんなで安全・安心の意識を高め、共に行動をとりましょう！

　こま武蔵台自治会の防災訓練を9月13日（日）に
中の田公園の防災倉庫前の広場及びグランドで行い
ました。ちょうど訓練日の直前に、茨城・栃木の豪
雨水害、東京湾を震源とする東京多摩・調布地区の
震度5弱の地震などがあり、より意識の高まりを感
じた訓練となりました。
　訓練には、約90世帯の皆さんが参加され、日高市
消防署、消防団、日本赤十字社奉仕団の方々による
指導により、充実した訓練となりました。
　訓練項目は家屋の倒壊を想定した救助・救出方
法、煙体験、消火栓やホース格納箱の説明、ホース
接続と放水実演、非常食炊き出し実演など多種に渡
りました。
　さて、改めてわが街「武蔵台」はといえば、高台に
位置し、多峯主山に登る途中では、関東平野を見わた

しながら遥かに筑波山を視野に入れることも出来る
ようなところです。この美しい自然の地形は、大水害
や津波の被害から守ってくれている反面、山間の土
砂災害による危険性を常に考えておかなければなら
ないといえます。この自然豊かな環境の中で、少しで
も安全・安心の生活をしていくためにも、防災訓練を
単なるイベントに終わらせるのではなく、日常生活
の中で防災意識を高め、いざという時に何をしたら
いいのか考える機会にしてほしいと思っています。
　昨今、自主防災組織とその運用体制の整備・充実
が声高に言われています。市行政が指定する避難所
があっても、高齢者など行動弱者の方々も安心して
避難できる計画が周知され、必要な時にそれが実
行できる体制が機能しなければなにもなりません。
我々自治会としては、自主防災組織をより実効性の
あるものにするためにはどうあるべきかなど、今、
多くの課題への取り組を開始しました。



武 蔵 台 だ よ り2015年11月1日 （4）

訓練では日頃の意識の大切さを改めて認識！

防災訓練レポート（９月13日（日）中の田公園にて）
　自治会（安全対策部）
主催の防災訓練が実施さ
れました。当日は、飯能
日高消防署、日高市消防
団、日高市赤十字奉仕団、
日高市役所等のご協力の
下、100人近くの住民が
参加。久しぶりの晴天。
最近各地で発生する大災
害のためか、参加者の皆
さんの表情は真剣そのも
のでした。
　地震時の救出訓練、煙
体験、消火ホース・消火
栓の使い方、放水実演等
が行われ、最後に炊き出
しの実演もあり、参加者
には防災意識が大いに高
まった2時間でした。
また、武蔵台在住の岩本
消防団員には熱い声援が
送られました。

負傷者救出訓練：
　家屋内で倒壊物に挟
まった人をジャッキ、梃
子を使い救出し、担架搬
送。

飯能日高消防署、日高市消
防団等の方々が訓練指導

煙体験：
　水蒸気の煙で視覚ゼロ
体験。体験テントに入る
と方向感覚がなくなり、
数メートル先の出口を見
つけるのがなかなか出来
ない。大事なものを取り
に戻って亡くなった人が
多いという話を実感。

消火訓練：
　機器格納箱、消火栓の
説明があり、初体験の方
が多く指導員の方に真剣
な質問が飛ぶ。ホース操
法は、非力な私では相当
無理と実感。初期消火が
とても大事だと指導員が
強調されていた。近所の消火栓がどこにあるかを
認識しておくことが大切。非力な私でもこれくら
いはやらないと。住まいの周りの最低二ヶ所は把
握しておこう。

包装食による非常炊き出し実演：
　米飯の包装食を頂く。
塩味が効いていてやわら
かく比較的美味でした。

（取材：広報担当　掘井、小松）

地区体育祭レポート（9月27日（日）武蔵台小学校校庭）
　当日午前中の天気は小雨。でも午後にはすっかり
回復し、参加された皆さんは秋空の下でいい汗をか
きました。
　競技は、必死の思いで懸命に走る「徒競走」から、
無心で挑んだ「パン食い競走」や「紅白玉入れ」な
ど多彩な種目に、子供からお年寄りまで、元気いっ
ぱいの声を響かせていました。
　30メートルほどの決められたコースを出来るだ
けゆっくり進む「自転車遅乗り競走」は、意に反し
苦戦する人が多く、昔は自分の足のように自在に
操ったのに？！こんなはずじゃー？！の叫び・・・（日

ごろの運動不足？　それとも年を取り体幹感覚が衰
えた？のかも知れませんね）
「パン食い競走」は今年も大人の一番人気。皆さん
童心にかえって楽しみました。
「なかよし親子」では、目隠しの大人の手を引いて
いき、途中からおんぶしてもらって走ったり、子供
たちの目は、お父さんやお母さんとの嬉しいスキン
シップで輝いて見えました。
　最後は恒例の「地区対抗リレー」、そして今年も『武
蔵台地区優勝！』　皆さんが楽しく過ごせた一日。
ありがとうございました。� （取材：広報担当　森）

全員で朝の準備体操 パン食い競走でヒートアップ 地区対抗綱引き-腰が高いよー！

土井会長の挨拶でスタート



わ
が
街
・
わ
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・
わ
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識
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高
麗
駅
乗
降
者
数
に
み
る

　

街
の
変
遷

１
丁
目　
鳥
取　
壮
宇

　

高
麗
駅
の
一
日
の
乗
降
人
員
に
つ

い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
昭
和
52
年
度

２
千
６
百
人
だ
っ
た
も
の
が
、
57
年

５
千
人
台
、
63
年
６
千
人
台
に
急
増
し
、

平
成
５
年
に
は
最
高
の
６
千
６
百
人（
昭

和
52
年
度
の
２・５
倍
強
）
に
達
し
ま
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
バ
ブ
ル
景
気
に

武
蔵
台
住
民
が
増
え
、
い
わ
ゆ
る
都
内

に
通
う
埼
玉
都
民
と
通
学
生
が
増
加
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後

は
漸
減
し
、
平
成
10
年
５
千
人
台
、
平

成
16
年
４
千
人
台
に
減
り
、
平
成
25
年

に
は
遂
に
３
千
人
を
割
り
ま
し
た
。
定

年
退
職
者
が
増
え
、
一
方
で
若
者
の
多

く
が
当
地
を
離
れ
た
た
め
で
し
ょ
う
。

　
乗
客
の
増
員
対
策
に
つ
い
て
西
武
鉄

道
に
尋
ね
て
み
る
と
、
秩
父
観
光
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
放
映
す
る
な
ど
、
定
期
外

の
お
客
様
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る

ほ
か
、
海
外
向
け
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
も
作
成

し
て
、
外
国
人
の
お
客
様
の
誘
致
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
時
世
間

を
賑
わ
せ
た
不
採

算
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て
は
、
そ
も

そ
も
廃
止
に
つ
い

て
検
討
も
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
。

年
々
高
麗
駅
の
利

　

ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

を
開
催

　

電
車
装
置
の
実
操
作
体
験
に

　

チ
ョ
ッ
ト
興
奮
！

　
　
　
武
蔵
丘
車
両
検
修
場　

イ
ベ
ン
ト
推
進
委
員
会

　
８
月
21
日
に
武
蔵
台
公
民
館
と
共
催

で
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
皆
さ
ま

に
検
修
場
を
理
解
し
て
頂
く
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
夏
休
み
の
小
学
生
を
中
心

に
ご
家
族
あ
わ
せ
て
28
名
の
皆
さ
ん
が

来
場
し
て
、
場
内
の
見
学
や
電
車
内
の

放
送
装
置
・
ド
ア
な
ど
の
操
作
、
吊
り

手
取
付
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
は

見
る
こ
と
や
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

電
車
の
装
置
に
、
子
供
た
ち
の
目
が
輝

い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
暑
い

夏
の
１
日
、
検
修
場
が
楽
し
い
思
い
出

づ
く
り
の
お
役
に
た
て
た
な
ら
私
た
ち

も
嬉
し
い
で
す
！

4000系の前で全員集合 吊り手の取付体験

用
者
が
減
っ
て
い
く
の
を
知
る
と
、
廃

止
は
と
も
か
く
電
車
の
本
数
が
減
る
の

で
は
な
い
か
と
、
余
計
な
心
配
が
頭
を

よ
ぎ
り
ま
す
。
万
が
一
に
も
そ
う
し
た

事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
西
武
鉄
道

の
さ
ら
な
る
努
力
を
お
願
い
し
た
い
も

の
で
す
。
と
同
時
に
、
我
々
住
民
が
出

来
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
は
何
か
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
巾
着
田
の
曼
珠
沙
華
ま
つ
り
の
期
間

は
、
曼
珠
沙
華
を
見
に
訪
れ
る
人
で
高

麗
駅
は
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
各
地
に

彼
岸
花
の
群
生
地
が
数
多
く
あ
る
な
か

で
、
清
流
と
緑
と
里
山
に
囲
ま
れ
、
高

麗
の
自
然
に
包
ま
れ
た
曼
珠
沙
華
だ
か

ら
こ
そ
、
多
く
の
人
達
は
魅
力
を
感
じ

足
を
運
ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
が
街
武
蔵
台
に
は
、
素
晴
ら
し
い

い
く
つ
も
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
わ
が
街
の
さ
ら
な
る
特
徴
に
育

て
、
そ
れ
を
知
ら
し
め
る
情
報
の
発
信

が
、
高
麗
駅
利
用
客
数
が
増
加
に
転
じ

る
キ
ー
に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
注
記
：
文
中
の
数
値
は
西
武
鉄
道
広
報
部
に
依
る
）
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◆移送サービス実施へのハードルは高くても・・！
移送サービス委員会に出席して考えること

　「武蔵台だより」7月 1日号で『移
送サービス実施に向けて再準備活動
を開始』の記事が載っていたのを覚え
ているでしょうか。

　5月から始まった移送サービス委員会では、毎月熱心な
議論が展開されています。しかし会議で色々なことを知る
たびに、実施へのハードルが高いのに驚きます。関係する
「道路運送法」では、サービス利用の有料化は認められず、
また、路線バス等公共交通機関の営業に影響を与えてはな
らないことなどが定められています。問題は、法律には高
齢化の進む社会の住民目線の視点が全くないことです。
　委員会では、土井会長が先頭に立ち、市行政関係者や福
祉ネット・地域お助け隊の要支援者移送サービス活動の責
任者の他、多くの関係者が現実を踏まえながら、実現の可
能性を追求しています。高齢化は日一日と進んでいます。
自動車免許証を返納する人が増えています。坂道の多い街
に住む人にとって、足腰の衰えは自宅ひきこもりの生活に
なっていくことを意味します。これを食い止めなければ街
の活力は増々失われていきます。その為にも移送サービス
の実施を実現させなければなりません。皆さんも一緒に考
えてください。�（移送サービス委員会委員　7丁目　男性　Y）

◆「高麗川まるごと再生プロジェクト」とは・・？
自然の環境、カワセミの生息が守られるか心配です！

　武蔵台に引越ししてから１５年になりますが、巾着田の
変貌ぶりには目を見張るものがあります。引っ越し当初、

編　

集　

後　

記

「
安
全
・
安
心
の
生
活
」
を
考
え
る
編
集
構

成
を
目
指
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
街
が
高
麗

川
流
域
の
自
然
の
恵
み
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
ツ
イ
ー
ト
も
頂
き
ま
し

た
。
秋
の
夜
長
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
！
？�

（
広
報
担
当　
柳
沢
）

　

お
弁
当
箱
の
パ
ン
ダ

　

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
孫

の
お
弁
当
を
作
っ
た
。
お

弁
当
作
り
を
卒
業
し
て
、

も
う
何
年
に
な
る
だ
ろ
う
。

世
の
中
は
キ
ャ
ラ
弁
全
盛
。

ば
あ
ば
に
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。
キ
ャ
ラ
弁

指
南
書
を
片
手
に
先
ず
は
練
習
。
だ
が
、キ
ャ

ラ
弁
初
心
者
は
つ
い
つ
い
手
で
触
れ
、
傷
み

が
心
配
に
な
る
。
結
局
、
型
抜
き
の
小
さ
な

パ
ン
ダ
の
お
に
ぎ
り
を
詰
め
た
。
見
本
の
愛

ら
し
い
パ
ン
ダ
に
比
べ
て
、
目
に
な
る
海
苔

が
ず
れ
た
お
弁
当
箱
の
パ
ン
ダ
は
少
し
泣
き

べ
そ
に
な
っ
た
。�

（
４
丁
目　
女
性　
Ｍ
）

　

墓
参
り

　
毎
年
、
春
と
秋
の
彼
岸
、
お
盆
の
入
り
の

頃
に
、
都
内
に
在
る
お
寺
へ
墓
参
に
行
き
ま

す
。
蜘
蛛
の
巣
を
払
い
、
雑
草
を
抜
き
、
無

言
で
墓
石
を
磨
く
。
汗
を
拭
き
な
が
ら
周
り

を
見
渡
す
と
、
最
近
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
な

い
墓
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
墓
じ
ま
い
』
が
話
題
に
な
る
昨
今
、
子
供

た
ち
が
年
老
い
て
か
ら
の
こ
と
が
気
に
な
り

ま
す
。
線
香
を
あ
げ
て
手
を

合
わ
せ
『
ご
先
祖
様
、
そ
の

時
は
あ
し
か
ら
ず
』・
・
・
・

　
今
年
も
お
彼
岸
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

（
１
丁
目　
女
性　
Ｙ
）

リ
レ
ー
随
想

ツイート広場・つぶやき交差点

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で

　

防
災
備
蓄
食
を
楽
し
む

　
あ
る
新
聞
に
〝
食
べ
て
高
め
る
防
災
意
識
〟

と
い
う
見
出
し
で
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

と
い
う
方
法
を
紹
介
し
て
い
た
。
賞
味
期
限

が
１
年
以
内
の
一
般
的
な
保
存
食
を
、
災
害

発
生
後
、
自
宅
避
難
者
へ
の
配
給
が
可
能
と

な
る
ま
で
の
間
の
一
週
間
分
程
度
を
と
り
あ

え
ず
用
意
す
る
。
自
分
の
好
み
の
も
の
を
日

常
に
使
い
ま
わ
し
、
使
え
ば
そ
の
分
を
補
充

し
て
回
転
し
て
い
く
と
い
う
日
常
備
蓄
と
も

い
う
や
り
方
だ
。
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
や
ボ
ン

ベ
は
一
緒
に
準
備
を
し
、
し
ま
い
込
ま
ず
に

台
所
な
ど
日
常
目
に
触
れ
る
場
所
に
お
く
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
。
非
常
食
と
い
え
ば
乾
パ
ン

や
缶
詰
を
発
想
し
気
が
重
く
な
る
が
、
こ
の

方
法
だ
と
誰
で
も
ス
ト
レ
ス
無
く
や
れ
る
の

で
よ
い
。
最
近
は
レ
ト
ル
ト
、
カ
ッ
プ
麺
、

カ
レ
ー
な
ど
多
様
な
も
の
が
あ
る
の
で
楽
し

み
な
が
ら
防
災
備
蓄
も
考
え
ら
れ
る
。
日
常

備
蓄
は
い
ざ
と
い
う
時
、
さ
て
ど
こ
に
置
い

た
か
な
と
い
う
の
も
防
げ
る
か
ら
、
素
晴
ら

し
い
や
り
方
だ
。�

（
１
丁
目　
男
性　
Ｈ
）

巾着田は彼岸花の自生地とは言うものの今ほど見事ではな
く、お花畑への出入りは自由で自然そのまま。日高自慢の
カワセミや野鳥が今よりもっと沢山飛び交っていて、野生
の魅力がありました。しかしそのうちに、長期間工事を経
てピカピカの鹿台橋が完成し、巾着田の中の駐車場整備、
そしてコンクリート化された遊歩道に導かれた「曼珠沙華
公園」となり、皮肉にも「カワセミ保護区」の看板だけが
目立つようになりました。そして今、聞くところによれば
この11月、巾着田から下流の高麗川河川敷に、コンクリー
トで敷き詰められた遊歩道建設が始まるとか。
　更に自然環境が壊され、カワセミもいなくなる高麗川に
なってしまうのでは・・・と心配です。高麗川流域に住み、
ここを故郷と考えている私たちの声を
市行政に反映して頂けるよう、皆で考
え行動する必要があると思っています。
� （一丁目　男性　Ｋ）

◆美しい花壇に『ペットの糞』はないでしょ！
　前回の武蔵台だよりで、「よつばのクローバー」の皆さ
んの花壇美化活動を知りました。ボランティア活動を知る
といつも頭の下がる思いをします。花をいっぱいに咲かせ
てちょっとでも幸せな気持ちになればという思いのこめら
れた花壇に、置き去りにされたペットの糞、時には土をか
ぶせて見えなくしてある糞があるというのです。心ない一
部のペット愛好家がいるのでしょうか？残念です！　少し
でも美しい花壇を守り、それを楽しむことがボランティア
の皆さんに示すべき最小限の感謝の気持ちと行動ではない
でしょうか。� （3丁目　男性　D）


